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 もののとけ方 

 

１ グラフは、水 100ｇにとけるミョウバンの重さを表しています。 

(1) 20℃の水 100ｇに、ミョウバ

ンは何ｇとけますか。 

 

 

(2) 40℃の水 100ｇに、ミョウバ

ンを 40ｇ入れるととけ残りが

できました。何ｇのとけ残りが

できますか。 

 

 

(3) 20℃の水 100ｇに、ミョウバ

ンを 30ｇ入れるととけ残りが

できました。何℃まであたため

ると、すべてとけますか。次の

ア～エから選びなさい。 

  ア 38℃  イ 44℃   

  ウ 48℃    エ 54℃ 

 

 

(4) 30℃の水 100ｇにミョウバンをとけるだけとかしました。これを 50℃にあたためると、

あと何ｇのミョウバンがとけるようになりますか。 

 

 

 

(5) 20℃の水 100g にミョウバンを８ｇとかしました。これを 50℃まであたためると、あ

と何ｇのミョウバンがとけるようになりますか。 

 

 

 

(6) 10℃の水 200ｇにミョウバンを 30ｇ入れるととけ残りができました。何℃まであたた

めるととけ残りがなくなりますか。 
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２ 表は、水 100ｇにとけるホウ酸の量を示して

います。 

(1) 60℃の水 50ｇに、ホウ酸は何ｇまでとけますか。 

 

 

(2) 20℃の水 200ｇにホウ酸を 25ｇ加えると、一部がとけ残りました。 

 ① とけ残ったホウ酸は何ｇですか。 

 

 

② とけ残ったホウ酸をすべてとかすには、20℃の水があと何ｇ必要ですか。 

 

 

(3) 80℃の水 200ｇにホウ酸をとけるだけとかして、これを 40℃に冷やすと、ホウ酸の結

晶が何 g 出てきますか。 

 

 

 

(4) 20℃の水 300ｇにホウ酸を９ｇとかし、これを 60℃にあたためました。ホウ酸はあと

何ｇとけますか。 

 

 

 

(5) ある量の 80℃の水にホウ酸を 35ｇとかしました。これを 40℃に冷やすと、12.5ｇの

結晶が出てきました。水は何ｇですか。 

 

 

 

 

温度(℃) 20 40 60 80

ホウ酸(g) 5 9 15 24
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３ 表は、ホウ酸が 100ｇの水にどれだ

けとけるかを表しています。 

(1) 20℃の水 80ｇにホウ酸は何ｇまでとけますか。 

 

 

(2) 20℃の水 100ｇにホウ酸を８ｇ入れたところ、一部がとけきれずに残りました。とけ

残ったホウ酸を全部とかすには、20℃の水を何ｇ加えればよいですか。 

 

 

 

 

(3) 80℃の水 200ｇにホウ酸を 40ｇとかしました。このホウ酸水から水を 40ｇ蒸発させ、

60℃に冷やしました。何ｇのホウ酸の結晶が出てきますか。 

 

 

 

 

(4) 40℃の水 300ｇに、ホウ酸をとけるだけとかしました。このホウ酸水を加熱して水の

一部を蒸発させ、20℃に冷やすと、15ｇの結晶が出てきました。蒸発させた水は何ｇで

すか。 

 

 

 

 

。 

 

 

 

   

 

 

温度（℃） 0 20 40 60 80

ホウ酸（ｇ） 3 5 9 15 24
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４ 図のようなＡ～Ｄの４通りの食塩水をつくりました。（とけ残りはありません） 

Ａ：食塩 12ｇ    Ｂ：食塩 25ｇ    Ｃ：食塩 20ｇ    Ｄ：食塩 30ｇ 

 

 

 

 

 

(1) Ａ～Ｄの食塩水を濃いものから順にならべなさい。 

 

 

 

 

(2) 同じ体積を取って重さを比べると、最も重いものはＡ～Ｄのどれですか。 

 

 

(3) Ａの食塩水の濃さは何％ですか。四捨五入して、小数第１位まで求めなさい。 

 

 

 

(4) Ｂの食塩水を水で２倍にうすめる（濃さを半分にする）には、何ｇの水を加えればよ

いですか。 

 

 

 

(5) Ｂの食塩水から 100ｇを取り出して水を蒸発させると、あとに何ｇの食塩が残ります

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 50ｇ 水 100ｇ 水 150ｇ 水 75ｇ 
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５ 60℃で 10％の濃さのホウ酸水 200ｇがあります。ただし、ホウ酸は 60℃の水 100ｇに

15.0ｇまでとけます。 

(1) このホウ酸水に、ホウ酸は何ｇとけていますか。 

  

 

 

(2) このホウ酸水に、あと何ｇのホウ酸をとかすことができますか。 

 

 

 

 

 

６ 表は、水 100g にとけるホウ酸の量を表

します。割り切れない時は、四捨五入して整

数で答えなさい。 

(1) とけるだけとかした 60℃のホウ酸水 100g に、ホウ酸は何 g とけていますか。 

 

 

 

 

 

 

(2) とけるだけとかした 80℃のホウ酸水 200g を 40℃に冷やすと、とけきれずに出てくる

ホウ酸の結晶は何ｇですか。 

 

 

 

 

 

 

温度（℃） 40 60 80

ホウ酸（ｇ） 9 15 24
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解答・解説 

１ 

(1) 10ｇ  (2) 15ｇ  (3) イ  (4) 25ｇ  (5) 32ｇ  (6) 30℃ 

 

(2) 残り＝入れた量－とけた量 40－25＝15 

(3) グラフを横に読む。30ｇとけるのは約 44℃ 

(4) 40－15＝25（ｇ） 

(5) はじめにとけている量が 8ｇ。40－8＝32（ｇ） 

(6) グラフは、水 100ｇ用。水 100ｇに直して考える。「水 200ｇにミョウバン 30ｇ」＝「水

100ｇにミョウバン 15ｇ」なので、30℃。 

 

２ 

(1) 7.5ｇ  (2)① 15ｇ  ② 300ｇ  (3) 30ｇ 

(4) 36ｇ  (5) 250ｇ 

 

(1) 60℃の水 100g にホウ酸が 15ｇとけるので、水 50ｇには 15÷2＝7.5（ｇ）。 

(2)① 20℃の水 100ｇにホウ酸が 5ｇとけるので、水 200g には 5×2＝10（ｇ）。とけ残り

は、25－10＝15（ｇ）。 

 ② 水 100g に 5ｇとけるので、15g とかすには、水は 100

×3＝300（ｇ）必要。 

 

(3) はじめは、80℃の水 200ｇに、24×2＝48（ｇ）とける。最後、40℃の水 200ｇに、9

×2＝18（ｇ）とける。したがって、結晶は 48－18＝30（ｇ）。 

(4) はじめ、水 300ｇにホウ酸が 9ｇとけている。最後、水 300ｇを 60℃にすると 15×3

＝45（ｇ）とける。したがって、あと、45－9＝36（ｇ）とける。 

(5) はじめ、ホウ酸が 35ｇとけていた。それを 40℃に冷や

すと 12.5ｇの結晶が出てきたので、40℃のとき、35－12.5

＝22.5（ｇ）のホウ酸がとけている。 

 40℃のとき、水 100g にホウ酸は 9ｇまでとけるので、ホウ

酸が 22.5ｇとけていることから、22.5÷9＝2.5 100×2.5＝250（ｇ）。 

 

３ 

(1) 4ｇ  (2) 60ｇ  (3) 16ｇ  (4) 60ｇ   

 

(1) 80÷100＝0.8 5×0.8＝4（ｇ） 

 

水 100ｇ・・・ 5ｇ 

↓×3     ↓×3 

水    ｇ・・・15ｇ 

水 100ｇ・・・ 9ｇ 

↓×2.5   ↓×2.5  

水    ｇ・・・22.5ｇ 

水 100ｇ・・・5ｇ 

↓×0.8    ↓×0.8 

水 80ｇ・・・   ｇ 
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(2) ⒛℃の水 100ｇにホウ酸は 5ｇまでとけるので、8－5＝3

（ｇ）がとけ残る。水 100ｇにホウ酸が 5ｇとけるので、ホウ

酸を 3ｇとかすには、3÷5＝0.6 100×0.6＝60（ｇ）の水が

必要。 

 

(3) はじめにホウ酸が 40ｇとけている。最後は、60℃の水が

200－40＝160（ｇ）。ここには、ホウ酸が 15×1.6＝24（ｇ）

までとける。結晶は、40－24＝16（ｇ）。 

 

(4) はじめ、40℃の水 300ｇにホウ酸は 9×3＝27（ｇ）とける。

20℃に冷やすと 15ｇの結晶がでるので、とけているホウ酸は

27－15＝12（ｇ）。20℃の水100ｇにホウ酸は5ｇとけるので、

ホウ酸が 12ｇとけるのは、水が 12÷5＝2.4 100×2.4＝240

（ｇ）あるから。蒸発した水は、300－240＝60（ｇ）になる。 

 

４ 

(1) Ｃ・Ｂ・Ａ・Ｄ  (2) Ｃ  (3) 19.４％  (4)  125ｇ  (5)  20ｇ    

 

(1) 水の量をそろえる。 

  例：水を 150ｇにそろえた場合。 

(2) 同じ体積あたりの重さは、濃い方が重い。 

(3) 12÷（50＋12）×100＝19.35・・・。19.4％） 

(4) 「濃さを水で２倍にうすめる」とは、水を加えて全体の重さを２倍にするという意味

である。したがって、水を加えて全体を（100＋25）×２＝250（ｇ）にすればよいので、

水は 250－125＝125（ｇ）加える。 

 (別解）Ｂの濃さを求める。 

  Ｂの濃さは、25÷（100＋25）×100＝20（％）。したがって、半分の濃さは 10％。食

塩の量は 25ｇで変わらないので、食塩水全体の量は、25÷0.1＝250（ｇ）。加える水は、

250－（100＋25）＝125（ｇ） 

(5) 食塩水にふくまれる食塩の問題。条件を整理して書いてみる。 

Ｂの食塩水  水   食塩  食塩水 

       100 ＋ 25 ＝ 125 

                       

                   100 

 

ビーカー Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
食塩（ｇ） 36 37.5 40 30

食塩が多い方が、濃さ

は濃い。 

Ｂの食塩水 125ｇのうち 100ｇを取

り出したので、 

食塩は 20
125

100
25 =×  

水 100ｇ・・・5ｇ 

↓×0.6    ↓×0.6  

水   ｇ・・・ 3ｇ 

水 100ｇ・・・15ｇ 

↓×1.6    ↓×1.6  

水 160ｇ・・・   ｇ 

水 100ｇ・・・ 5ｇ 

↓×2.4    ↓×2.4  

水    ｇ・・・12ｇ 

125

100×
125

100×
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５ 

(1) 20ｇ  (2) 7ｇ 

 

(1) ホウ酸水 200ｇに、ホウ酸は 200×0.1＝20（ｇ）とけている。 

(2) したがって、水は 200－20＝180（ｇ）である。60℃の水

180ｇにとけるホウ酸は、15×1.8＝27（ｇ）なので、あと 27

－20＝7（ｇ）とける。 

６ 

(1) 13ｇ   (2) 24ｇ 

 

(1) 60℃のとき、水 100g にホウ酸は 15ｇまでと

け、115ｇのホウ酸水になる。つまり、とけるだけ

とかしたホウ酸水 115ｇにホウ酸が 15g とけてい

る の で 、 ホ ウ 酸 水 100 ｇ に は ホ ウ 酸 は 、

)(0.13
115

100
15 g･･･=×   約 13ｇ 

(2)  80℃のとき、水 100g にホウ酸は 24ｇまでと

け、124ｇのホウ酸水になる。これを 40℃に冷やす

と 24－9＝15（ｇ）の結晶が出てくる。200g のホ

ウ酸水で同じことをすると、 

)(1.24
124

200
15 g=×   約 24ｇ 

水 100ｇ・・・15ｇ 

↓×1.8    ↓×1.8  

水 180ｇ・・・    ｇ 

ホウ酸水 115ｇ・・・ホウ酸 15ｇ 

↓       ↓ 

ホウ酸水 100ｇ・・・ホウ酸    ｇ 
115

100×
115

100×

ホウ酸水 124ｇ・・・結晶 15ｇ 

↓       ↓ 

ホウ酸水 200ｇ・・・結晶    ｇ 

124

200×
124

200×


